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2種類のGPT

Generative Pretrained Transformer General Purpose Technology



電気の「テックスタック」

メーカーとユーザー

アプライアンス

配線、スイッチ、ソケット

変圧器およびサーキットブレーカー

配電用電力網

電力ストレージ

発電

燃料



資本集約的なインフラストラクチャ

発電所 電力網



電化製品は、人々の生活を楽にするために
電気を動かします



AI エコノミー



AIのテックスタック

ユーザー

流通

アプリケーション

ツーリング

基盤モデル

データ

AIデータセンター（インフラストラクチャ）

半導体チップ

電力+ コネクティビティ



新しいAIインフラストラクチャへの
資本集約的な投資の需要増加



マイクロソフトの投資アナウンスメント (2024年4月)

マイクロソフトリサーチアジアの

日本初拠点を東京に開設

300 万人のリスキリングを通じた

AI 活用の底上げ

日本の AI 及びクラウド基盤の強化に

約4,400億円（$2.9bn）を投資

サイバーキュリティ強化で

政府と連携



急速に増加しているAIモデル



TOYOTA : Multi-Agent System “O-Beya (大部屋)”

AIを活用した
職人技の継承



AIガバナンス



国際的な取り組み
OECD AI原則 2019年5月 |G20 AI原則 2019年6月 |UNESCO AIの倫理に関する提言 2021年11月 |G7 AI Guiding Principles & CoC for 

Developers 2023年10月、モニタリングCoCのレポーティングフレームワーク 2024年6月 |AI Safety Summits – ブレッチリー宣言 2023年

11月、ソウル宣言 2024年5月 | Council of Europe AIに関する条約 2024年3月 | UN General Assembly AI決議:2024年3月(Safe, 

Secure, Trustworthy AI)、2024年7月(AIアクセスと包括的な進歩)

中国
レコメンダー制度の

規制

ディープシンセシス
レギュレーション
生成AIに関する中間
措置
顔認識ルールの提案

EU
 

AI 法、Code 

of Practice

米国
先進AIチップの輸
出規制

AI権利章典の青写
真

NIST AIリスク管
理フレームワーク

OMBガイドライ
ン

カナダ

行動規範

英国
自主的なガード
レール、セクター
別ガバナンス

日本
AI事業者ガイド
ライン
法律を検討中

ブラジル
AI法案

インド
AIガードレール
とイノベーショ
ン推進のフレー
ムワーク

チリ
AI法案

シンガポール
AI verify

安全性レッド
チーム

オーストラリア
AI法

必須ガードレール案

ASEAN
批准された
ガイドライン

韓国

AI法



AIガバナンスレイヤー

Global policy: United Nations

Multilateral policy: G7, G20, OECD

二国間政策

国内政策

業界標準

社内ポリシー

国際政策：国連

多国間政策：G7、G20、OECD



ICAO

The International Civil 

Aviation Organization

CERN

The European Organization 

for Nuclear Research

IAEA

The International 

Atomic Energy Agency

IPCC

The Intergovernmental Panel 

on Climate Change

FSB

The Financial 

Stability Board

FATF

The Financial Action 

Task Force

ドメイン間の比較分析を実施

専門家のケーススタディ:



グローバル ガバナンス: AI に関する目標と教訓

成果

リソースとスキルへの
アクセスの強化

科学的コンセンサス
の構築

スタンダードの
設定と実装

機能

重要なリスクの

監視と管理

広範で包括的なアクセス
世界的に重要な

リスク ガバナンス

規制の

相互運用性



AI Action Summit後のAI Action

 透明性の高い報告のための国境
を越えたコラボレーションの促進

 AIの影響をより深く理解するため
の科学的研究の強化

 アクセシビリティのためのオープ
ンソースAIツールの開発を推進

 広島AIプロセスフレンズグループ
を通じたインクルーシブな進歩



M

O
DELS + APPLICATION

S

Govern 

Align roles and 
responsibilities and 

establish requirements 
for safe, secure, and 

trustworthy AI 
deployment

NIST AI Risk Management Framework

責任をもって生成AI

を構築するフレー
ムワーク

M

O
DELS + APPLICATION

S

Govern 

Align roles and 
responsibilities and 

establish requirements 
for safe, secure, and 

trustworthy AI 
deployment

Map

Identify and 
prioritize AI risks

Measure 

Systematically measure 
prioritized risks to 

assess prevalence and 
effectiveness of 

mitigations

Manage 

Manage or 
mitigate 

identified risks

NIST AI Risk Management Framework



PyRIT、プロンプト

シールド、リス
ク・不正使用監視 

等の公表

マイクロソフトの責任ある AI の道のり

Satya Nadella

の表明

顔認証に関する原
則の採用

AIレッドチーム
組成

AI原則

の採用

エラー分析

オープンソース
ツール公表

Aether委員会の

発足

AIのセンシティヴ
な使用を否定し
委員会を組成

責任あるAIの

基準v1公表

責任あるAI

オフィス発足

責任あるAIの

基準v2公表

責任あるAI

ダッシュボード

公表

ホワイトハウスAI

コミットメント
公表

Azure AI Content 

Safetyの公表

著作権
コミットメント

Global Perspectives

の開始

Frontier Model 

Forumを共同設立

AIガバナンスに
関するBlueprint

公表

責任あるAI

透明性レポート

Global 

Governance: Goals 

and Lessons for AI

公表



原則

透明性

説明責任

公平性

信頼性と安全性

プライバシーとセキュリティ

包括性

責任ある AI に向けたマイクロソフトのアプローチ

導入

プロセス
トレーニング
ツール

企業
基準

目標
要件

プラクティス

監督

監視
レポート
監査



リスク軽減策

責任ある人間と AI の対話のための設計

モデルをグラウンドし、その動作を指示する

モデルの入力と出力の監視と保護

ユースケースに適したモデルを選択

ユーザーエクスペリエンス

システム メッセージとグランディング

安全システム

モデル



安全システムが組み込まれたモデル展開

アプリの応答

ユーザープロンプト

フィルター処理された応答

安全システム

変更 & フィルタリング

プロンプト

モデル

応答

システム
メッセージと
グランディング

変更されたプロン

プト

自社のアプリケーション



Azure AI Content Safety

• センシティブなテキスト・画像に対する

     

• ジェイルブレイクに対する

• テキストやコードを保護する

• ハルシネーションの検出（評価用）

根拠性検出

コンテンツフィルター

プロンプトシールド

保護済み素材の検出



生成AIアプリケーションの責任ある構築方
法

生成AIアプリケーションのリリースに関す
る意思決定の方法

生成AIアプリケーションを構築するお客
様をサポートする方法

私たちが学び、進化し、成長する方法

責任あるAI 透明性レポート




	Slide 1: AIエコノミーと 責任あるAI
	Slide 2: Click to edit Master title style
	Slide 3
	Slide 4: Two types of GPTs at the same time
	Slide 5
	Slide 6
	Slide 7: 電化製品は、人々の生活を楽にするために 電気を動かします
	Slide 8: The New AI Economy 
	Slide 9: AIのテックスタック
	Slide 10: Requiring enormous investments in new AI infrastructure
	Slide 11: マイクロソフトの投資アナウンスメント (2024年4月)
	Slide 12: Requiring enormous investments in new AI infrastructure
	Slide 13: TOYOTA : Multi-Agent System “O-Beya (大部屋)”
	Slide 14
	Slide 15
	Slide 16: AIガバナンスレイヤー
	Slide 17: 専門家のケーススタディ:
	Slide 18: グローバル ガバナンス: AI に関する目標と教訓
	Slide 19: AI Action Summit後のAI Action
	Slide 20: 責任をもって生成AIを構築するフレームワーク 
	Slide 21: マイクロソフトの責任ある AI の道のり
	Slide 22: 責任ある AI に向けたマイクロソフトのアプローチ
	Slide 23: リスク軽減策
	Slide 24: 安全システムが組み込まれたモデル展開
	Slide 25: Azure AI Content Safety
	Slide 26: 責任あるAI　透明性レポート
	Slide 27: Thank you

